
平成 16 年 7 月 16 日 
 

横浜市都市計画局上席調査役 
エグゼクティブアーバンデザイナー 国 吉 直 行 

横浜市における歩行者系案内サイン整備について 

1 都心プロムナードの整備（昭和 49 年～51 年） 
「歩行者のための都市空間づくり」の地域展開の第一歩として実施した事業。関内地区
を訪れる来街者を鉄道駅（桜木町駅・関内駅・石川町駅）から港（山下公園）まで誘導
するとともに途中の街なみも楽しんでもらおうという主旨の歩行者ルートづくりを行っ
た。事業の中で、歩道設置・拡幅など歩道整備にはかに、路面絵タイルマークとサイン
ポールを設置し、歩行者の誘導を行っている。

2 道路愛称標識（昭和 56 年～） 
関内地区において、標準型ストリートファニチャーとデザインを併せた道路愛称を示す
標識を設置した。また、坂道の名称を示すサインの整備も行った。

3 魅力ある道路づくり事業（昭和 60 年代） 
都心部の周辺区において、各区の特色を生かした魅力づくりの取組みが活発になり、市
民に身近な空間整備の一環として「魅力ある道路づくり事業」が展開され、地域の特色が
反映されたサインの整備が行われた。一方で、表示内容の統一が求められた。

4 公共サインガイドラインの策定（平成 7年） 
郊外区などにおいて地域のまちづくりの一環として、公共サイン整備を行うケースが増
えてきたのを受けて、公共サインガイドラインを策定し、表示方法等の共通基準を設け
た。

5 都心部歩行者系案内サインの整備（平成 12～16 年） 
FIFA ワールドカップ 2002 サッカー大会の開催を契機として、コンベンション都市と
しての機能を強化することを目的に、みなとみらい 21地区、関内・関外地区、新横浜地
区において歩行者系案内サインの整備を行った。サイン整備にあたっては、4か国語表記
などの多言語化、JISピクトグラムの活用、矢羽型誘導サインの設置を行った。また、関
内・関外地区の地図案内表示には、更新が容易な紙張り式を採用している。

6 公共サインガイドラインの改訂（平成 15 年） 
交通バリアフリー法及び移動円滑化基準の施行を受け、都心部歩行者系案内サインの整
備にあたって検討された内容をガイドラインにフィードバックする形で反映させるため
に改訂を行った。また、同年にはガイドラインを運用するための要綱を施行し、より確実
な運用を目指している。

http://www.city.yokohama.jp/me/tokei/site/design/m10/j02.html
（横浜市公共サインガイドラインのダウンロード）
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道路愛称標識 坂道名サイン

金沢歴史の道

神奈川歴史の道（旧東海道）
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横浜市における歩行者系案内
サイン整備について

わかりやすい道路案内標識に関する検討会
平成16年7月16日



都心プロムナードサイン（関内地区）
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都心部サイン整備（関内地区）
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道路愛称標識（関内地区）
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坂道名サイン
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魅力ある道路づくり事業（金沢歴史の道）
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魅力ある道路づくり事業（神奈川歴史の道）
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都心部サイン整備（新横浜地区）
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都心部サイン整備（関内地区）
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都心部サイン整備（関内地区）
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都心部サイン整備（関内地区）
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都心部サイン整備（山手地区）
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都心プロムナードサイン
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都心部サイン整備（みなとみらい中央地区）
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都心部サイン整備（関外地区）
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都心部サイン整備（新港地区）
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都心部サイン整備（歴史的建造物）
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開港の道サイン

↑サインタイル（10～20ｍ毎）

←距離表示サイン
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公共サインガイドラインの特徴

英語表記を大きく表記
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公共サインガイドラインの特徴

凡例を4か国語表記
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公共サインガイドラインの特徴

ピクトグラムを活用

平成１４年３月にJIS（日本工業規格）となっ
たピクトグラム
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公共サインガイドラインの特徴

矢羽型を原則
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横浜市における歩行者系案内
サイン整備について

わかりやすい道路案内標識に関する検討会
平成16年7月16日


















